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はじめに 戦後 1948 年に「優生保護法」が成立する

（96 年に廃止）。法の目的（第一条）には，「優生

上の見地から不良な子孫の出生を防止する…」とあ

る。その後，49 年，52 年に「改正」され，「強制的

断種規定を強化」し，また「改正を重ねるごとに，

断種の対象を拡大」した１）

２）。平田はとくに日本の知

的障害者に対する優生手術に焦点を当てて論じてい

る３）。本報告は，茨城県の公文書の分析と岡野豊四

郎等筑波学園の史料から、筑波学園の優生手術をめ

ぐる問題を明らかにし、平田の研究を補完する。 

１ 先行研究と本報告の課題 

 平田の研究で筆者が注目する点は、次の二つであ

る。一つは、戦前の「精神薄弱」者施設経営者に着

目し、断種実態を明らかにした点である。平田は、

石井亮一、岩崎佐一、川田貞次郎、三田谷啓につい

て検討し、「『精神薄弱者』の去勢・断種を･･･条件

付で容認しているのが実態」「戦前･戦後を通じて『精

神薄弱』者への断種(優生手術)が実行されていった」

としている。二つは、優生手術容認の理由を戦前と

戦後で比較し、｢戦前の逆淘汰論に基づく国策的な

『不良な子孫の出生防止』から、戦後は当事者の生

活能力・養育能力等の欠如という現実的判断へと重

心移動してきている｣「また 1950 年代の終わり頃に

は優生手術そのものへの躊躇が表明され、変化の兆

しも示された」とし、この「躊躇の表明」に、中村

澄夫（筑波学園長）の論稿４）をあげている。 

 本報告では知的障害者に対する強制的優生手術と

関連して、①筑波学園設立者で同園長・岡野豊四郎

の立場と見解、②1954 年の筑波学園での優生手術の

実態、③中村の「躊躇の表明」の背景、を明らかに

する。 

２ 岡野豊四郎の立場と見解 

岡野豊四郎は 1923 年に筑波町（つくば市）平沢に

筑波学園（「精神薄弱」者施設）を開設した。すで

に筆者は、岡野の福祉思想は、戦時色が強まるにつ

れ、社会防衛的・隔離的見地が強く出されるように

なったと指摘した5）。その際、岡野が参加した第 3

回国際社会事業大会（1936 年 7 月、イギリスで開催)

での発表原稿（英文）、｢精神欠陥者は断種すべきで

あるが、先天性や罪のない者は、科学的方法による

よりは、男女を離して生活させるといった自然的な

方法が好ましい｣（筆者ら訳）を紹介した。 

戦後、岡野は、「全国精神薄弱児施設幹部職員相

互研究会」6）（1951 年 10 月）で、次のように述べた。 

「私は断種の問題について色々苦心をしたことが

ある。精薄の不良児で病的盗癖児を十五～六人扱

ったがその矯正に努力したが直らない。何れもそ

の後施設で死亡したがその間取扱上非常に苦心し、

どうしても断種の必要を痛感した。昔第三回国際

社会事業大会に出席した時意見発表したが各国と

もその問題に困っていた。その時男女分類収容に

つき提案して賛成を得た。又家庭からの要求で断

種した者があるが断種しても性癖は直らない者が

あった」（下線は筆者） 

 岡野が「断種の必要を痛感した」ことがあったこ

と、「家庭からの要求で断種した者」が筑波学園に

いたことがわかる。 

３ 戦後の筑波学園と優生手術の可能性 

筑波学園は、49 年 3 月に児童福祉法による「精神

薄弱」児施設として認可された。51 年 9 月、「茨城

県立筑波学園設置規則」の施行により、岡野が園長

として発令され、就任し、新園舎も 10 月に完成（内

原精神病院敷地内、内原町鯉渕）し,県立筑波学園が

発足した
７）

８）。内原精神病院は，精神衛生法に基づき

50 年に開設された県立病院（64 年廃止）で，県の基

幹精神科病院であった。 

 筆者は、既に茨城県に残されていた公文書の分析

から，少なくても県内で 4 名（いずれも 15 歳）の知

的障害児が優生保護法下で優生手術を受けたこと、

その実施病院は内原精神病院だったことを報告9）し

（Tab.１）、4 名の所在を、①内原精神病院、②同

病院敷地内にあった県立筑波学園、③各家庭、のい

ずれかであると指摘した。 

 本報告では、以下の 2 点から、優生手術対象（「精

神薄弱」該当、4 名）者は、筑波学園の在園者であ

った可能性が高いことを示す。 

1）「昭和 29 年度優生手術費交付金個人別支出明細

書」10）（茨城県）を見ると、「患者」（旅費、日当）、

「付添人」（旅費、日当、宿泊料）の欄に斜線（／）

が引かれている。また、「昭和 29 年度優生手術費交

付金経費別支出明細書」11）では、「患者及び付添人

旅費」欄は「該当なし」と記載されている。これは、

患者・付添人の旅費が要らなかったことを示し、手

術実施病院である内原精神病院か同病院敷地内にあ

った筑波学園がこれに該当する。 

2）優生手術対象者の 15 才と優生手術実施時期を手

がかりとして、筑波学園の在籍者一覧12）から昭和 29

年度（昭和 29年 4 月～昭和 30年 3 月末）に在園し、

15 才の者を抽出すると６人が該当した。その内の 4

人のイニシャル13）が、Tab.１の名前と一致した。こ

れら 4 人は、診断が「生来性精薄」「知能指数 30～

42」で、その後（1、2 年）に「退所（家庭引取、就

職。昭和 30 年～31 年）」（Tab.2）している。 

4 中村澄夫の「躊躇」の背景 

中村は、1954 年暮れから 56 年まで筑波学園の指

導員14）として勤務し、56 年 5 月 5 日（岡野の退職後）
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に筑波学園長に就任（～73 年）した。したがって、

中村は、「昭和 29 年度の優生手術」９）期と一部重な

る時期から筑波学園に従事していた。 

平田が指摘した中村の 1959 年の論稿４）(｢ヒュー

マニズム的見地からすれば、精薄児に対する手術実

施について躊躇せざるを得なくなる｣)には、次の一

文も見られる。 

「私は優生手術実施希望者の名簿提出について衛

生部から連絡を受ける度に、このようなことを考

えて何かやるせない思いに沈むのである」 

 ここから、①「優生手術実施希望者の名簿提出」

の連絡を県衛生部から受けていたこと、②それが昭

和 29 年以後にも繰り返されたこと（「受ける度」と

の表現）、がわかる。 
Tab.１ 1954（昭和 29）年度 茨城県内の「強制優生手術」者一覧 

「昭和 29年度優生手術費交付金個人別支出明細書」より作成（氏名は仮名・Ａ～Ｉとした） 

 

Tab.2 昭和 29年度に 15歳の筑波学園在園者 

氏名 

＊ 

性

別 

知能

指数 
診断 入所の理由 退所状況 入所－退所時期 

Ａ 男 42 生来性精薄 監護不能 家庭引取 Ｓ26.10.31－Ｓ30.9.29 

Ｅ 男 31 生来性精薄 環境不遇 就職 Ｓ29. 2.24－Ｓ31.5.31 

Ｆ 女 42 生来性精薄 性問題（売淫） 就職 Ｓ29. 6.12－Ｓ31.3.1 

Ｈ 女 30 生来性精薄 言語障害 監護不能 家庭引取 Ｓ28. 11.14－Ｓ31.12.26 

 男 73 脳梅毒（父） 生来性精薄 環境不遇 職親委託 Ｓ26. 3.4－Ｓ30.4.1 

 男 60 生来性精薄 環境不遇 職親委託 Ｓ26. 11.15－Ｓ31.2.5 

茨城県立筑波学園『創立 20周年誌』（昭和 47年 12月）の在園者一覧から、昭和 29年度に 15歳（満年齢）の該当者を

抽出し作成。ただし、生年月日は不記載とした。 

＊Ａ･Ｅ･Ｆ･Ｈは、Tab.１と、同一者の可能性を示す。 

５ まとめ 

1)岡野豊四郎が園長当時の筑波学園に「家庭からの

要求で断種した者」がいた。 

2)昭和 29 年度の優生手術者 4 名（「精神薄弱」該当）

は、筑波学園の在園者の可能性が高い。 

3）平田が「1950 年代の終わり頃には優生手術その

ものへの躊躇が表明され、変化の兆しも示された」

としてあげた中村の「躊躇の表明」は、その背景に

筑波学園での優生手術にかかわる経過があったと推

定できる。 

本稿では「優生手術」と「断種」の明確な区別を

せずに同意語として使用している。また、優生手術

の史料の所在は，前報告９）と同様の理由から明記を

避けた。本稿作成に鈴木宏哉先生のご教示をいただ

いた、記して謝意を表します。 
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